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未踏事業は
ITを駆使する優れたアイデア・技術力をお持ちの方
あなたの挑戦を全力で支援します！

革新的なアイデアでビジネスや社会課題の解決を目指す方の発掘・育成

2024年度 プロジェクトマネージャー

技術・ビジネスの
専門家のサポート 最大�,��� 万円を支援 年齢制限なし

2024年度未踏事業
公募Webサイト



   年齢制限なし
● 応募の年齢制限はありません。 
● 個人、グループのどちらでも応募可能です。企業等に所属して

いる方は所属組織からの承諾を得て応募してください。

   推進費用を支援 
● 実績に応じてプロジェクト推進費用（最大�,���万円）を支援し

ます。

   専門家のサポート 
● 採択から育成期間終了まで、PMがメンターとなり直接指導を

担当。
● ビジネス分野、法律・知財分野の専門家であるビジネスアドバ

イザーからも支援を受けられます。 

   未踏コミュニティとのつながり
● 同期の採択者や活躍中の未踏修了生との交流機会も提供。
● 未踏コミュニティならではの刺激を受けることができます。

   知的財産権は採択者に帰属
● 日本版バイ・ドール制度に基づき、開発した成果物の知的財産

権は採択者に帰属。
● 育成期間終了後、知的財産権を元に、ビジネス活動を行うこと

ができます。

未踏は夢の実現に向けた挑戦を全力で支援します
「開発した技術で起業したい」「技術者として社会貢献したい」 ── そんな夢を後押しするのが未踏アドバンスト事業です。
自らの夢の実現に向かって真剣に挑戦する皆さんを、プロジェクトマネージャー（PM）が熱く指導し、全力で支援します。

デジタル基盤センター　イノベーション部　未踏企画グループ
 E-mail : mitou-hukyu@ipa.go.jp 

問い合わせ先

2024年4月5日
12:00（正午）まで

エントリー締切日

お申し込みはオンラインで受け付けます。 

①エントリーを行ってください。

②公募概要ページにある「公募要項」を確認して提案書
類を作成し、公募要領に記載されている手順に沿っ
て提出してください。

未踏性、ビジネス発展性または高い社会的意義、開発実現性を備えたITを活用した革新的な
アイデアを持ち、ビジネスや社会課題の解決につなげたいと考えている未踏的IT人材※から
プロジェクトを募集します。
※未踏的IT人材：ITを駆使してイノベーションを創出できる優れたアイデア・技術力を持つ人材を指します。

育成期間スケジュール

● 合同ミーティング
他のプロジェクトとの合同ミーティングを実施。他のプロジェクトの開
発状況を知り、話をすることが大きな刺激となります。

● 全体会議
節目には全体会議を開催。自らのプロジェクトを発表する場を目標にし
て開発を進めます。

キックオフ会議〈 7月ごろ〉

採択者やPM、修了生が揃う採択後最初のイベント。
自分のアイデアを発表し、様々なフィードバックを受けます。

中間報告会〈10月ごろ〉
再び採択者やPM、修了生が集合。開発の進捗状況を報告します。

採択者は育成期間中、自分のプロジェクトの開発をそれぞれのペ
ースで進めます。その間、PMはメールでのアドバイスやミーティ
ングを重ねながら伴走支援します。
育成期間の節目には同期の採択者や未踏修了生が集まる会議を開
催。自らのプロジェクトを発表する場を目標に、プロジェクトを
進めていきます。

成果報告会〈 2月ごろ〉

育成期間中に取り組んできた成果を発表する
晴れの場です。当日の様子は後日YouTube 
IPA Channelで公開します。


